
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    当たり前のことを徹底して 

校長 押野 隆一 

 新年明けましておめでとうございます。令和３年辛丑（かのとうし）六白土星の年が、自粛のムードの中で

新しい年を迎えました。延期されたオリンピック・パラリンピックの開催、新型コロナウイルスの感染防止な

どなど学校を取り巻く状況は予測できないものがありますが、本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

冬休みを含めた学校運営に関するガイドライン追補版が出て、ご家庭あてに通知を配布させていただきまし

た。このような状況が続く学校では、タイトルに書いた当たり前のこと徹底することが最も大切だと考えてい

ます。この基本を表す言葉が「凡事徹底」です。「凡」はごく普通であることという意味です。つまり、当た

り前のことを徹底してやりきるという意味となります。特にコロナウイルスの感染防止対策

では、当たり前となった３密の回避、マスクの着用、手洗い・うがい、手指や触れたところ

の消毒などを徹底していくことです。これが児童・教職員を守り、学校の教育活動を守るこ

とだと考えています。校長室前の廊下には、大きな字で書かれたこの言葉を掲示しています。

新たな年を迎えて気持ち新たにこの言葉を基本として、児童の学力の向上と健全育成を第一

に粛々と学校経営に取り組んでいくつもりです。 

一方で当たり前を捨て新しい教育活動を進める部分も出てきています。その筆頭がＧＩＧＡスクール構想に

よる１人１台のタブレットパソコン導入です。本校にも夏休み中に１２０台が導入され活用が始まっていま

す。冬休み中に残りのタブレットが搬入されました。今後各設定を行って稼働していくことになります。夏休

みに導入された１２０台のタブレットの活用状況を調査したところ、９月から２ヶ月間で１学級もタブレット

を活用しなかった日はありませんでした。最大で１日のべ１０学級の活用があった日もありました。５年生と

６年生の８学級が活用の中心でしたが、１日当たり平均３学級がタブレットを活用した授業をしたという結果

が出ています。今後は新たに配備されたタブレットの中低学年での活用が課題だと考えています。しかし、昨

年の１１月にＰｅｐｐｅｒくんが来たときの児童の様子やオンライン接続テストの状況を見ると、児童の適応

力の高さには驚かされました。タブレットを使って授業や学校生活を送っていくことが当たり前の日々はそう

遠いことではないと感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 月の予定  スクールカウンセラー来校 ☆浦山  

校庭開放については、当日、門の表示をご確認ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 曜

日 

校庭 

開放 
カウン

セラー 主な予定  曜 

日 
校庭 

開放 
カウン 

セラー 主な予定 

1 日 金    17 日 日 ＰＭ   

2 日 土    18 日 月   
６時間授業(４～６年生) 

計測(４年生) 書き初め展(始) 

3 日 日    19 日 火  ☆ 計測(３年生) 

４日 月 〇   20 日 水 ＰＭ  
計測(２年生) B 時程 

クラブ(３年生見学) 

５日 火 〇   21 日 木    

６日 水 〇   22 日 金   
５時間授業(全) Ｂ時程  

計測(１年生)  

戦争体験の話(６年生) 

７日 木 〇  冬季休業日(終) 23 日 土 ＰＭ  
土曜授業(３時間) 防災教育授業 

赤十字救急法学習(５年生) 

８日 金   
始業式 ４時間授業 

B 時程 
24 日 日 ＰＭ   

９日 土 ＡＭ   25 日 月   
４時間授業 Ｂ時程 

校内研究(１－２のみ５時間授業) 

短縄月間(始) 

10 日 日 ＰＭ   26 日 火  ☆  

11 日 月 ＡＭ  成人の日 27 日 水 ＰＭ  
５時間授業・昔遊び(１年生) 

６時間授業(２～６年生) Ｂ時程 

12 日 火  ☆ 給食(始) 28 日 木   社会科見学(３年生) 

13 日 水 ＰＭ  委員会 Ｂ時程 29 日 金   Ｂ時程 書き初め展(終) 

14 日 木   
クローバータイム(全学年) 

計測(６年生) 
30 日 土 ＰＭ   

15 日 金   
Ｂ時程 

計測(５年生) 
31 日 日 ＰＭ   

16 日 土 ＡＭ   
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＜お礼＞ 

教育評価の提出、teams オンライン接続テストと保護者の皆様にご協力をいただきました。教育調査は全校

平均で回収率８９．７％となりました。年内に集計を終えて学校評価として今後検討を進めてまいります。ま

た、オンラインテストでは、当日中に接続確認できた割合が全校で８５．８％と関心の高さを垣間見ることが

できました。教員のオンライン接続の練習にもなりました。ご協力ありがとうございました。 

書き初め展について  国語担当 廣瀬 愛未 

 書き初めは平安時代の宮中で行われていた儀式が起

源だといわれているとても古い行事です。江戸時代に

は寺子屋で書き初めをするようになり、次第に全国に

普及していったと言われています。1 月 2 日に書き初

めをすることで「1 年間の抱負や目標を定める」とい

う意味があることはよく知られていますが、実は「字

の上達を祈願する」という意味もあるそうです。 

八成小学校では 1 月 18 日（月）～1 月 29 日（金）

の期間に校内書き初め展があります。1～2 年生は硬

筆、3～6 年生は毛筆で書きます。今年度は保護者鑑賞

日を設けることはできませんでしたが、持ち帰った作

品をご覧いただき、子供たちの成長を感じていただけ

れば幸いです。温かいお声掛けをどうぞよろしくお願

いいたします。 

音楽室の窓から     音楽担当 川原 未来 

 今年度の音楽は、どの学年もたくさんの工夫を行い、子

供たちに育てたい力を育んできました。 

 ４年生は、初めての音楽室で曲について考えたり、どの

ように演奏したら良いか表現を考えたりしながら、毎時間

はりきって活動していました。５年生は、箏で五音階の「子

もり歌」や「夏祭り」が演奏できるようになりました。準

備や片付けも手際がよく、さすが高学年と感心しました。

６年生は、ボディーパーカッションをつくったり、「ラバ

ーズコンチェルト」の合奏をまとめたりと、自分たちで考

え、理想を求めていく姿がとても頼もしかったです。 

 音楽や図工は情操教育です。ぜひ、ご家庭でも、美しい

ものを見たり、聴いたり、何かを体験したりする中で、お

子様の心がグッと動くような瞬間を大切にしてください。 


